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学 会 抄 録
第51回近畿 皮 膚科泌 尿器 科集 談 会
昭和32年6月22日於 奈良医大
(泌尿器科の部)
特 別 講 演
経尿道的手術について 伊藤秦二(阪大)
一 般 講 演
1.放 射線性膀胱炎について 大矢全節 ・山田瑞

























り全身状態恢復,術 後2ケ 月排液消失 し,3ケ 月で治
癒す 現在迄1年再発なく,術後8ケ 月のレ線検査で




3.巨 大な陰嚢血瘤 小田完五 ・中橋弥光(京 府
大)













え,コ レステ リγ結晶等はなく叉無菌.陰 嚢壁を組織
学的にみると固有爽膜が肥厚し,結合織増殖,硝子様
変性著しく,血管周囲に小円形細胞,形 質細胞の浸潤、


















































大阪北市民病院(中 尾知足,近 藤高夫,出 口利郎)
における使用例5例 お よび関西電力病院(池 田太郎)
における7例に対 して1日6錠(2錠 ずつ毎食前)内
服せしめた.そ の成績を表示する.排尿痛,頻 尿,残



































1)泌 尿器科感染症に対 して,ア ゾサイアジソ(1
錠中 サルファイソキサゾール250mg,アゾ色素剤25
mg)を使用した.
2)急 性及び慢性膀胱炎,尿 道炎,そ の他,計14例
中,所 見及び 自覚症状に対 して著効を認めたもの















1試 験 管 内感 受 性 実 験 成 績





2)Gram陽 性球 菌9株(男 子尿 道 炎 よ り分 離7.
対 照 と して黄 ぶ 菌 及P耐 性 黄 ぶ 菌 各1)
SigM1.0～10.<,RondM5.0～5.<,OM5.0
～10.<,TC及TM5.0～20.<.
3)Gram陽 性 桿 菌3株(男 子 尿 道 炎 よ り 分 離,
Corynebacteriumと思 わ れ る.)
SigMO.5～5.0,RondM3.0～5.O,OM及TC
ユ.0～5.0,TM3.0～20.0.
4)大 腸菌7株(膀 胱 炎患 者 よ り分 離)
全 株 培 養24時間 で 実 験最 高 濃 度 迄 発育.
H臨 床 実 験 成 績
1)男 子 尿 道 炎11例に1日o.9瓦 宛 投 与 し,SigM
群 は 著 効4,有 効4,梢 々効1,RondMは 著 効1,
有 効1で あっ た.
2)膀 胱炎7例 は 凡 て泌 尿 器科 叉 は 婦 入科 的 手術 後
等 に喚 発 され た頑 固 な る症例 でSigMO.9瓦 宛2～
7目投 与 に て完 全 治 癒1,他 の6例 は 共 に 一 時的 に消
失 した 尿 混濁 が数 日後 再 燃 した.
9.尿 管結石症に対するCirculetin使用経験



























新谷 浩 ・河合裕太郎(関 西医大)
ヨー ドナ トリウム,ウ ログラブイy,ハ イペ ツク,
ウロコリソ,ス ギウロソ等の腎孟造影剤を使用した場
合の腎に於ける痙痛,盗 流現象等を詳細に検討 した結




















































が 主要な因子の 一っになると考えたいが 御教示を乞
う.







































































































我 々の教室に於いて1年半の間に6例 を経験 したの
で追加する.年令は28～64才手術は陰茎の部分切断




例,他 は炎症性変化であった.術 後経過は4ケ 月より






斑を 認めない 諸検査成績は 正常,泌 尿器科的検査
で,尿は血尿,蛋 白陽性,赤 血球中等度陽性.膀 胱鏡
所見は容量150cc以上,膀 胱上壁 やや 左寄 りに,大
豆大;兆紅色,や や隆起せる腫瘤を見るも浸潤はない.











右腎,尿 管を完全に 別除した.腎 は膿撞とな り,腎




















昭 ・吉田秀攻 ・山本 治 ・岡田令一(大 阪医大)
会










21.神経芽細胞腫の2例 後蕩 薫 ・大森孝郊 ・
片村永樹(京大)














40才,妊娠6ケ 月 め女 子,5日 間 に 亘 る血 尿 を 唯 一
の 訴 え と して 来院,逆 行 性 腎孟 レ線 際 で明 瞭 な陰 影 欠
損 を認 め た.腎 孟 腫瘍 の診 断 で,妊 娠 申 で はあ つ た が
尿 管 を も下方 まで 含め て 腎易ISを施 行 した.2.5×L2×
0.2cmの腫 瘍 の 腎 孟 壁 か らの 突 出を み た.ヘ マ トキ
シ リン 染 色,Thionin染色,Bielschowsky氏染 色
でganglioneuromであ る こ とが 判 明 した
本例 にっ い そ は既 に高 柳 十 四 男 と ともにActaMed,
etBio1.,2=391,1954に報 告 した もの で あ る.
22.特異なる所見を示した腎腫瘍の2例 大江昭
三 。白井茂樹 ・糸井荘三 。柏井浩三(阪 大)
第1例,64才男子,腎周囲及び弩茎部に大した変化
が認められないにも拘わらず,既 に腎動脈にtumor





















(京府大皮泌科)・ 原田 稔(同 第1外 科)
藤田某,43才,男.血尿を主訴 とし昭和32年11月19
日初診.昭 和31年1月吐血を来し胃切除術,翌32年




り胃,膵頭,胆 嚢,横行結腸,腸 聞膜限部,直 蝪,膀
胱,ド グラス腔,腹 膜,淋 ヨ腺等に腫瘍の浸潤を認め
た.胃及び膀胱における腫瘍は組織学的に腺様構造を

















































峻徳 ・加古 賢 ・長久謹三 ・中野順道(大 阪医大)
抄 録
男子泌尿性器系の組織培養学的研究の一っ として前



















徐々に肥大する傾向があ り来院.現 症:体 格申等大,
栄養佳良で発育良好 左陰褒皮膚は緊張し搬は消失,













により胎生性癌 と診断 し得た.術 後の経過は順調で,
除睾術陵5日 目に退院す 尚X線深部治療は患者の都
合により未施行である,
